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身近な生産森林組合の先進的な取り組み ～森林認証、企業の森、環境教育・・・～ 
 林業情勢は相変わらず厳しいながらも、国産材自給率は２７．８％（H21）まで上昇するなどの
明るい兆しも見え始めています。そのような中、大津・南部地域内の生産森林組合も独自の先進的

取り組み事例が出てきています。漁業協同組合や大学などの分野を超えた連携や琵琶湖森林づくり

パートナー協定を活用した企業との連携事例があります。また、環境等に配慮した森林を認証する

制度によるＳＧＥＣ森林認証を取得した生森もあります。 
【事例１】漁協との連携（大篠原生産森林組合） 
 下流の漁業協同組合と連携して「漁民の森」として生森所有林内での植林活動をしています。北

海道や東北でも海の幸が山からの恵みを受けているということから漁業と森林地域との連携事例

がありますが、その琵琶湖版ともいえる取り組みです。また、大篠原生森では、森林環境教育の積

極的受け入れや治山事業による森林整備等多彩に活用しながら所有林を維持管理しています。 
【事例２】大学との連携（上仰木辻ヶ下生産森林組合）    上仰木辻ヶ下生森の環境森林学習状況 
 平成１８年から成安造形大学の授業の一環としての林業体

験を受け入れています。都市部出身の学生も多く、林業体験

や森林調査の新鮮さが好評です。また、琵琶湖森林づくり県

民税を活用し間伐材を利用した木工教室の開催や子供たちの

森林環境学習などの独特の取り組みをしています。 
【事例３】企業との連携（南比良生産森林組合） 
 平成２２年１１月に滋賀県中小企業家同友会との間で県が

進める琵琶湖森林づくりパートナー協定を締結しました。善

意ある企業の資金的サポートにより森林整備を進めています。  南比良生森と経済同友会の活動状況 
また、毎年１１月に実施している「総仕事」では、若者も含

めた７０名にも及ぶ組合員が間伐、枝打ち、シカ対策テープ

巻などの手入れを実施しています。 
【事例４】３生森の合併と森林認証の取得（金勝生産森林組

合） 
  平成２２年４月に、生森の基盤強化のため、金勝生産森

林組合と隣接する上砥山生産森林組合、平谷生産森林組合

の３生森が合併しました。合併後の森林面積は約４９０ｈ

ａになりました。また、今月には、環境等に配慮した「持続可能な森林経営」をしている森林を

認証するＳＧＥＣ森林認証を本県で初めて取得しました。この認証には、森林以外に流通の認証

もあり、木材市場である甲賀林材(株)との同時取得となりました。 
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～林業技術情報～ 「伐倒同時集材」って何？ 

国の森林・林業再生プランにおいて、低コ

ストで崩れにくい作業道を主体とした車両系

集材が重視されています。しかし、日本の急

傾斜な森林の全域に作業路作設が出来るわけ

ではなく、架線系集材が必ず必要となってき

ます。ただし、架線系集材では、車両系集材

に比べて一般的に労働生産性（m3／人日）が

低下することになります。 

そこで、たとえば、スイングヤーダと言わ

れる架線系高性能林業機械を用いた列状間伐

により搬出する場合、従来のように先行伐倒

→索張り→集材という直列的作業に対して、

まず索張りして、集材時間中に伐倒作業を込

めてしまう並行作業による「伐倒同時集材」

（左図）という方法があります。 

 これは、林野庁の林業機械化センターで実

施されている技術で、本県でも実践している

森林組合があります。 

 

お し ら せ 

滋賀県初のＳＧＥＣ森林認証を取得！～金勝生産森林組合＆甲賀林材(株)～ 
本通信の前号（第２号、6/21発行）で紹介しましたＳＧＥＣ森林認証について、この度、同時に
申請された金勝生産森林組合と甲賀林材株式会社ともに８／１付けで、(社)日本森林技術協会より
認証書が発行されました。 
これにより、本県での今後の「持続可能な森林経営」に関しての意識の高揚が期待されます。特

に県内の大面積森林所有者の賛同、意識啓発につながれば、本県林業の新たな１ページが開くこと

になるでしょう。 

１０月は「森づくり月間」です・・ 

☆森づくり交流会ふれあいフェスタ２０１１ 

平成２３年１０月１日（土）１０：００～１５：３０＜彦根市荒神山公園（彦根市日夏町）＞ 

森づくりに関する展示・販売・実演などイベント盛りだくさん・・・ 

☆わくわくホリデー 

平成２３年１０月２３日（日）９：３０～１５：００＜大津市立葛川少年自然の家

（大津市葛川坊村町）＞ 

 観察会や木工クラフトなど森林に親しめる様々な体験活動を実施。 

 

２０１１年は、国際森林年！！ 

　作業手順

①架線を張る

　

先柱

②先柱側の木を伐倒する

先柱

③伐倒木を集材する

先柱

④集材木が次の伐倒木をすぎたら、次の木の受け口を作成する。

受け口を作成する

先柱

⑤集材木がスイングヤーダに到着し、架線が降り次第、追い口を入れて伐倒する。

☆必ず架線、アームを降ろしてから追い口・伐倒する。

伐倒 先柱

⑥上記作業の繰り返し。

ｽｲﾝｸﾞ
ﾔｰﾀﾞ

ｽｲﾝｸﾞ
ﾔｰﾀﾞ

ｽｲﾝｸﾞ
ﾔｰﾀﾞ

ｽｲﾝｸﾞ
ﾔｰﾀﾞ

ｽｲﾝｸﾞ
ﾔｰﾀﾞ


